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第 12回日本在宅栄養管理学会学術集会

一般演題発表（オンデマンド）座長の皆様へ
オンデマンド発表の座長コメント収録方法については、下記運営事務局よりご連絡を差し上げます。

第 12 回日本在宅栄養管理学会学術集会　オンデマンド配信運営事務局
〒 113-0033　東京都文京区本郷 3-35-4 不二光学ビル 3F　株式会社コンパス内
TEL：03-5840-6131　FAX：03-5840-6130　E-mail：jhnms-seminar@e-compass.jp

7. 利益相反（COI）の申告に関するお願い
　⽇本在宅栄養管理学会学術集会では、講演・発表される筆頭演者は、利益相反（conflict of interest：
COI）の有無にかかわらず、利益相反の状態を申告する必要があります。
　本会の COI 規定を参照のうえ、当⽇の発表時に利益相反についての情報開⽰をお願いいたします。
①開⽰対象期間

抄録提出時より前年 1 年分（講演・発表する内容に関してのみ）。
②⼀般演題発表者へのお願い

発表スライドに利益相反⾃⼰申告に関するスライドをタイトルの次（2 枚⽬）に加えてください。

一般社団法人日本在宅栄養管理学会 COI 規定

第１条（目的）
本規定は、一般社団法人日本在宅栄養管理学会（以下「当法人」という）が在宅栄養管理の実践と学術研
究を推進する上で、学術発表講演会、学会誌の発行、研究発表などにおいて、産学連携活動に伴い個人が
得る利益と衝突・相反する場面（Conflict ofInterest、以下「ＣＯＩ」という）が生じえることから、ＣＯ
Ｉ状態を申告し、当法人が適切なマネージメントを行い、もって研究成果の発表等の公正と中立性を確保
し、当法人に対する社会からの信頼を目指すものである。

第２条（対象者）
本規定は、ＣＯＩ状態が生じる可能性がある以下の者に対して適用される。
（１）当法人の会員
（２）当法人の役員
（３）当法人の職員
（４）当法人の学術講演会などで発表する者
（５）上記（１）～（４）の配偶者、一親等内の親族、または収入・財産を共有する者

第３条（対象となる活動）
本規定は当法人が行うすべての事業活動に対して適用される。特に以下の活動を行う場合には厳格な遵守
が求められる。
（１）当法人が主催する学術講演会等における発表
（２）当法人が発行する学会誌、学術図書における発表
（３）当法人から研究費の提供を受けて行う研究の発表
（４）栄養管理ガイドライン、マニュアル等の作成

第４条（ＣＯＩの自己申告基準）
第２条に該当する対象者は、第３条に規定する活動を行うにあたり、過去１年間のＣＯＩ状態について以
下の基準を満たす事項につき、理事会に対し書面により申告しなければならない。


